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伊仙町HPにアクセス！
Facebook・YouTube（動画）でも、
町の情報をお伝えしています。

令和２年度  施政方針
未来創生へ更なる飛躍	 02

卒業おめでとう



は
じ
め
に

　

令
和
２
年
第
１
回
伊
仙
町
議
会
定
例

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
車
の
両
輪
で
あ
る

伊
仙
町
議
会
の
議
員
の
皆
様
と
町
民
の

皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
令
和
２
年
度
の

町
政
運
営
に
関
わ
る
所
信
を
申
し
上
げ
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
闘
牛

文
化
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
昨
年
９
月
に

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
調
印
式
を
行
っ
た
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
選
手
団
と
住
民

と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
本
町
と

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
と
の
更
な

る
友
好
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
で
あ
る

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
に
よ
る
現
地
視
察
が
実
施
さ
れ

「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び

西
表
島
」世
界
自
然
遺
産
登
録
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
今
年
の
夏
頃
に
登
録
の
可
否
が

決
定
し
ま
す
が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

確
実
か
つ
早
期
の
登
録
に
向
け
て
全
力
で

努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

施
政
方
針
の
概
要

　

令
和
２
年
度
の
施
政
方
針
は
、本
町
の

現
状
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、「
財
政
」「
防
災
」

「
地
方
創
生
」「
生
活
環
境・
産
業
」「
保
健

福
祉
・
医
療
・
介
護
」「
環
境
・
観
光
」「
教
育
」

の
７
つ
に
分
類
し
て
、「
す
べ
て
の
町
民
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
た

58
項
目
の
施
策
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

●
財
政
分
野

　

財
政
健
全
化
を
喫
緊
の
課
題
と
捉
え

る
と
と
も
に
、
常
に
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち

な
が
ら
、
職
員
一
人
一
人
が
職
務
を
遂
行

す
る
こ
と
で
、
歳
出
削
減
に
努
め
、
財
源

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
防
災
分
野

　

老
朽
化
し
た
庁
舎
建
て
替
え
計
画
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
各
集
落
に
お
け
る

自
主
防
災
組
織
を
強
化
し
、
全
集
落
で
の

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
公
民

館
・
生
活
館
等
に
お
い
て
、
避
難
施
設
と

し
て
の
防
災
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

●
地
方
創
生
分
野

　
「
集
中
か
ら
分
散
へ
」「
生
涯
活
躍
の
ま

ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る
た
め
に
、
本
年

度
か
ら
５
か
年
計
画
で
あ
る
第
２
期「
伊

仙
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
お
い
て
、
４
つ
の
基
本
目
標
を
定

め
、各
集
落
、小
規
模
校
区
単
位
の
活
力
、

特
色
を
引
き
出
す
施
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
７
月
に
設
立

し
た
一
般
社
団
法
人
長
寿
子
宝
社
と
連

携
し
、
行
政
の
手
が
届
か
な
い
細
か
な
課

題
や
町
民
や
民
間
企
業
の
要
望
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
こ
と
で
、
事
業
の
担
い
手
不

足
の
解
消
や
雇
用
創
出
を
図
り
ま
す
。

●
生
活
環
境
・
産
業
分
野

　

令
和
３
年
度
ま
で
に
完
了
予
定
の
畑
地

か
ん
が
い
事
業
を
更
に
推
進
し
、
農
家
の

反
収
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。
徳
之
島

ダ
ム
の
水
を
利
用
し
た
営
農
の
推
進
及

び
散
水
設
備
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
農
用
地
施
設
の
適
正
化
、
長
寿
命

化
を
行
う
維
持
管
理
体
制
の
強
化
や
農

業
用
水
の
安
定
供
給
、
老
朽
化
が
進
む

施
設
の
改
修
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
経
済
を
支
え
る
基
幹
産
業
の
充
実

に
向
け
、
安
定
し
た
生
産
基
盤
の
確
保
の

た
め
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

農
業
生
産
額
50
億
円
の
持
続
的
な
達
成

に
向
け
て
、
さ
と
う
き
び
生
産
農
家
支
援

と
し
て
、
春
植
え
時
の「
ビ
レ
ッ
ト
プ
ラ

ン
タ
ー
植
付
」「
植
付
時
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
」

「
採
苗
班
活
動
」
に
対
す
る
助
成
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
栽
培
管
理
作
業
を
円
滑
に

行
う
た
め
に
、
令
和
２
年
６
月
を
目
途
に
、

「
さ
と
う
き
び
農
作
業
受
委
託
シ
ス
テ
ム
」

を
立
ち
上
げ
ま
す
。
従
来
か
ら
実
施
し
て

き
た
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
や
緑
肥
を

用
い
た
土
づ
く
り
の
強
化
、
夏
植
え
・
春

植
え
新
植
に
対
す
る
助
成
事
業
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

畜
産
農
家
支
援
と
し
て
、
繁
殖
雌
牛
の

増
頭
や
品
質
向
上
を
図
る
た
め
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業

の
推
進
、
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
・
カ
ウ
ハ
ッ
チ

等
の
畜
産
資
材
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

　

園
芸
農
家
支
援
に
つ
い
て
は
、
輸
送
コ

ス
ト
支
援
事
業
や
農
業
創
出
緊
急
支
援

事
業
を
活
用
し
、
園
芸
品
目
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
対
策
で
は
、
捕
獲
用
大
型

囲
い
ワ
ナ
の
導
入
に
向
け
て
、
関
係
機

関
と
の
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

～
全
て
の
町
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
～

特 集

令
和
２
年
度  

施
政
方
針 

未
来
創
生
へ
更
な
る
飛
躍
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ま
た
、
被
害
防
止
用
の
対
策
資
材
の
助
成

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
に
お
い
て
は
、
重
要
な
社
会

基
盤
で
あ
る
町
内
の
町
道
・
橋
梁
を
順
次

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
公
営
住
宅
に
お

い
て
は
、
入
居
待
機
者
の
解
消
に
向
け
、

長
寿
命
化
計
画
に
沿
っ
て
順
次
整
備
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
水
道

事
業
に
お
い
て
は
、
安
心
・
安
全
な
水
を

供
給
す
る
た
め
、
耐
用
年
数
の
経
過
し
た

中
部
地
区
の
管
路
更
新
、
施
設
の
整
備

更
新
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
保
健
福
祉
・
医
療
・
介
護
分
野

　

特
定
健
康
受
診
率
60
％
維
持
を
目
標

と
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
や
疾
病
の
重

症
化
予
防
が
図
れ
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま

す
。
若
年
層
の
健
康
増
進
強
化
と
高
齢
者

の
虚
弱
対
策
に
よ
る
筋
力
ア
ッ
プ
や
食
生

活
の
見
直
し
を
行
い
、
認
知
症
予
防
・
介
護

予
防
に
繋
げ
、
全
世
代
が
身
近
な
場
所

で
、
健
康
増
進
に
取
り
組
め
る
、
健
康
長

寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き

る
地
域（
シ
マ
）
づ
く
り
を
目
指
し
、
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
障
が
い
者
・
障
が
い
児

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

充
実
さ
せ
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
そ
の
家

族
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
す

る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
子
ど
も
医

療
費
の
助
成
を
継
続
し
、
中
学
校
卒
業
ま

で
の
医
療
費
を
無
償
化
し
ま
す
。
ま
た
、

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

設
立
に
向
け
て
、
本
町
の
実
情
に
即
し
た

体
制
づ
く
り
を
行
い
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
い
ま
す
。

●
環
境
・
観
光
分
野

　

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
エ
コ

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
や
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
へ

の
観
光
客
向
け
ガ
イ
ド
の
育
成
な
ど
、
世

界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
す
地
域
と
し

て
、
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
魅
力
あ
る

観
光
地
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
保
全
と
し
て
、
ノ
イ
ヌ
・
ノ
ネ
コ

対
策
、
外
来
種
植
物
駆
除
、
環
境
教
育
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
生
活
排
水
に
よ
る

水
質
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
合
併
浄

化
槽
設
置
へ
の
転
換
を
推
進
し
ま
す
。

●
教
育
分
野

　
「
伊
仙
町
の
未
来
の
た
め
に
、
我
が
子

の
た
め
に
、
共
に
築
く
教
育
」
と
し
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
、
学
校
図
書
館
機
能
の

充
実
、
基
礎
学
力
向
上
な
ど
、
自
ら
の
力

で
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、

行
政
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
で
、
一
丸
と

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
る

体
制
を
整
え
ま
す
。

　

町
民
の
誰
も
が
、
生
涯
を
通
じ
て
豊
か

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の

創
出
に
向
け
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
地
域

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
が
令
和
２
年
度
の
主
な
施
政
方

針
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。
施
策
の
実
現

に
向
け
て
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
伊
仙

町
議
会
並
び
に
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
令
和
２
年
度
に
お
け
る
施

策
の
実
現
と
町
勢
発
展
の
た
め
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

各
分
野
の
政
策
目
標

【財
政
分
野
】

財
政
健
全
化

　

施
策
１

「
未
来
創
生
へ
更
な
る
飛
躍
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
た
各
種
施
策
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

丸
令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
の
骨
格
に

つ
い
て
は
、「
未
来
創
生
へ
更
な
る
飛

躍
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」「
農
業
振
興
の
推
進
」「
健

康
長
寿
・
子
宝
の
伊
仙（
ま
ち
）の
実
現
」

「
社
会
資
本
整
備
の
推
進
」「
企
業
の
誘

致
と
職
業
人
財
育
成
」「
島
の
自
然
・

歴
史
・
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け
た
各
種
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

施
策
２

税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
。

丸
町
税
の
未
納
者
へ
督
促
状
、
催
告
状
を

送
付
し
、
更
に
電
話
催
告
・
接
触
等
を

行
っ
て
も
納
税
意
識
の
な
い
滞
納
者

に
は
、
滞
納
処
分
と
し
て
、
個
人
資
産

（
給
与
・
預
貯
金
・
生
命
保
険
・
不
動
産
）

の
調
査
及
び
差
押
え
を
実
施
し
、
資
産

の
発
見
が
出
来
な
か
っ
た
場
合
は
家
宅

捜
索
を
行
い
、
動
産
の
差
押
え
、
公
売

会
を
お
こ
な
い
、
納
税
意
識
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
、
納
期
内

納
付
や
口
座
振
替
を
推
進
し
、
収
納
率

向
上
に
努
め
ま
す
。

【防
災
分
野
】

防
災
の
強
化

　

施
策
３

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

丸
自
然
災
害
発
生
時
の
備
え
と
し
て
、
全

集
落
に
お
け
る
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

丸
自
然
災
害
発
生
時
の
集
落
防
災
拠
点
の

機
能
向
上
を
目
的
と
し
、
本
年
度
か
ら

随
時
、
各
集
落
避
難
所
の
改
修
整
備
を

実
施
し
ま
す
。

丸
地
域
防
災
の
向
上
を
目
的
と
し
、
若
手

消
防
団
員
の
入
団
促
進
に
努
め
、
消
防

団
員
の
活
動
支
援
及
び
訓
練
を
通
じ

て
、地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、

組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

施
策
４

新
庁
舎
建
設
を
進
め
ま
す
。

丸
町
内
全
域
か
ら
自
家
用
車
で
庁
舎
を
訪

れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
十
分
な
駐
車

場
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。

丸
来
庁
者
の
利
便
性
向
上
に
向
け
て
、
ロ

ビ
ー
や
待
合
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
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【
地
方
創
生
分
野
】

地
方
創
生
事
業
の
推
進

　

施
策
５

「
集
中
か
ら
分
散
へ
」「
生
涯
活
躍
の
ま
ち

づ
く
り
」を
実
現
す
る
た
め
、
地
方
創
生

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

丸
基
本
目
標
１

　

地
域
の
人
的
関
係
資
源
を
基
盤
に
し
た

集
落
・
小
学
校
単
位
の
ま
ち
を
つ
く
る

　
　

現
存
す
る
公
民
館
、
保
育
園
、
小
学

校
、
中
学
校
を
統
合
す
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
ら
の
拠
点
を
核
に
し
た
集
落
単

位
の
活
性
化
を
明
確
に
打
ち
出
し
ま

す
。
特
に
小
規
模
校
の
存
続
に
関
し
て

は
、
単
な
る
人
数
の
維
持
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
が
支
え
る
学
校
経
営
や
自
分

で
考
え
る
学
び
の
姿
勢
を
身
に
付
け

る
場
と
し
て
、
そ
の
存
在
意
義
を
強
く

打
ち
出
し
ま
す
。

　
　

本
町
の
小
さ
な
拠
点
の
単
位
は
集
落

と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
歩
い
て
行
け

る
距
離
で
の
健
康
づ
く
り
、
人
材
の
育

成
、
伝
統
文
化
の
維
持
存
続
、
結
い
の

精
神
の
継
承
な
ど
を
実
践
す
る
場
と

し
、
本
町
で
最
も
大
切
な
人
間
関
係
資

源
の
核
と
な
る
エ
リ
ア
と
し
ま
す
。

丸
基
本
目
標
２

　

子
宝
日
本
一
の
伊
仙
町
で
地
域
力
に

支
え
ら
れ
た
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
・

教
育
の
実
現

　
　

民
間
企
業
に
よ
る
婚
活
支
援
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
後
の
子
育
て
支
援

を
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
軸
に
展
開
し
ま
す
。
保
育
所
や
認
定

こ
ど
も
園
に
関
し
て
は
、
民
間
の
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
て
も
ら
う
よ
う
後
押

し
し
、
行
政
と
し
て
の
役
割
を
明
確
化

し
ま
す
。
課
題
と
な
っ
て
い
る
ひ
と
り

親
支
援
、
病
児
保
育
、
発
達
障
害
者
支

援
、
小
児
科
医
、
産
婦
人
科
医
確
保
に

関
し
て
も
、
各
協
議
会
を
中
心
に
面
的

な
施
策
の
展
開
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

教
育
に
関
し
て
は
、地
域
学
校
協
働
活

動
の
母
体
と
な
り
う
る
地
域
の
受
け
皿

作
り
を
め
ざ
し
、地
域
へ
の
誇
り
、
愛
着

と
未
来
へ
の
志
を
持
っ
て
育
つ
、
子
ど

も
た
ち
の
環
境
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

丸
基
本
目
標
３

　

多
様
な
形
で
関
わ
る「
関
係
人
口
」
を

地
域
の
力
へ

　
　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
ら
の
活
躍
に
よ
り
、

様
々
な
職
種
の
民
間
人
が
地
域
と
の
か

か
わ
り
を
作
り
あ
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
関
係
人
口
に
該
当
す
る
人
々
の

専
門
的
知
見
、
人
脈
、
事
業
展
開
力
を

本
町
の
活
力
と
し
、
移
住
に
関
し
て
は
、

徳
之
島
で
生
ま
れ
育
ち
、
進
学
、
就
職

で
島
外
に
暮
ら
す
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
に

対
す
る
動
機
を
特
定
し
、
各
世
代
の
出

身
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

で
、
島
へ
帰
り
た
く
な
る
、
戻
っ
て
も

安
心
な
暮
ら
し
を
送
れ
る
よ
う
な
施
策

を
打
ち
出
し
ま
す
。

丸
基
本
目
標
４

　

稼
ぐ
地
域
を
作
り
、
安
心
し
て
徳
之
島

へ
戻
れ
る
雇
用
の
創
出

　
　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
更
な
る

収
益
性
の
向
上
を
は
じ
め
、
後
継
者
と

な
る
人
材
の
育
成
に
長
期
的
ス
パ
ン

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
際
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
や
６
次
産
業
化

に
よ
る
高
付
加
価
値
化
、
流
通
販
路
の

開
拓
な
ど
、
足
腰
の
強
い
産
業
作
り
に

こ
と
で
、
相
談
に
訪
れ
た
町
民
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
や
、
効
率
よ
く
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

便
利
で
分
か
り
や
す
い
窓
口
機
能
の

充
実
等
を
図
り
ま
す
。

丸
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
を
は
じ

め
、
来
庁
者
の
誰
も
が
快
適
に
利
用
で

き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
対

応
し
た
庁
舎
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

丸
行
政
手
続
き
の
み
な
ら
ず
、
町
民
同
士

の
交
流
を
促
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
担
え
る
よ
う
、
談
話

ス
ペ
ー
ス
や
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
等
を

備
え
た
庁
舎
と
し
ま
す
。

老朽化が進む伊仙町役場庁舎

小規模校区の存続が集落の活力を生み出す

地域おこし協力隊の活動が地域のつながりを
つくる
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粘
り
強
く
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業
に
よ
る

民
間
企
業
と
の
繋
が
り
を
軸
に
、
外
部

人
材
に
よ
る
新
規
の
地
域
産
業
の
発
掘

や
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
、
働
き
方
改
革

に
よ
っ
て
需
要
の
高
ま
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
受
け
皿
と
な
り
え
る
地
域

環
境
作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

丸
横
断
目
標

　

新
し
い
時
代
の
流
れ
を
取
り
込
み
離
島

の
強
み
を
強
化
す
る

　
　

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た「
生
涯
活
躍

の
ま
ち
づ
く
り
」の
基
本
方
針
は
変
え

ず
、
老
若
男
女
、
障
が
い
の
あ
る
な
し

に
関
わ
ら
ず
全
て
の
人
が
活
躍
で
き

る
地
域
を
作
る
た
め
に
、
離
島
の
ハ
ン

デ
ィ
を
克
服
す
る
た
め
に
未
来
技
術
の

活
用
、
国
際
基
準
に
則
っ
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
、
そ
の
推
進
に
向
け
て

の
地
元
人
材
の
育
成
や
関
係
人
口
、
民

間
企
業
の
ス
キ
ル
の
活
用
等
、
時
代
に

沿
っ
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
生
活
環
境
・
産
業
分
野
】

環
境
整
備

　

施
策
６

持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
為
に
農
業
生
産

基
盤
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

丸
今
年
度
も
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
を

推
進
し
、
畑
・
農
道
・
水
路
な
ど
の
農
業

生
産
基
盤
の
整
備
に
よ
る
営
農
条
件

の
改
善
を
行
い
、
農
業
経
営
の
安
定
・

効
率
化
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

丸
令
和
３
年
度
ま
で
に
完
了
予
定
の
畑
地

か
ん
が
い
事
業
を
更
に
推
進
し
、
農
家

の
反
収
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
徳
之
島
ダ

ム
の
水
を
利
用
し
た
営
農
の
推
進
及

び
散
水
設
備
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

丸
農
業
集
落
道
や
農
業
集
落
排
水
施
設
な

ど
、
農
村
生
活
環
境
整
備
を
総
合
的
に

改
善
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
町
づ
く
り
協
働
隊

を
活
用
し
た
各
集
落
の
調
査
点
検
を
実

施
し
、
関
係
課
で
連
携
調
整
を
図
り
つ

つ
、
昨
年
度
に
引
き
続
き「
農
村
環
境

計
画
」の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

施
策
７

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
用
し
た
農
地
・

道
水
路
の
保
全
管
理
を
推
進
し
ま
す
。

丸
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
を
活

用
し
、
集
落
営
農
を
支
え
る
農
地
保
全

管
理
組
織
の
設
立
、
運
営
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
例
年
進
め
て
い
る
事
業
の

取
り
組
み
エ
リ
ア
の
拡
大
を
今
年
度
も

行
い
、
各
農
業
用
施
設
の
保
全
管
理
が

行
き
届
く
よ
う
、
点
検
活
動
の
質
向
上
、

集
落
住
民
へ
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
な
ど
で
参

加
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

施
策
８

農
業
水
利
施
設
の
防
災
・
維
持
管
理
対
策

を
推
進
し
ま
す
。

丸
各
種
保
全
合
理
化
事
業
を
導
入
し
、
水

利
用
・
水
管
理
の
効
率
化
・
省
力
化
、
水

利
施
設
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

丸
毎
年
の
点
検
結
果
を
基
に
防
災
計
画
、

維
持
管
理
計
画
の
策
定
、
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事
業
を
活
用
し
た
、
農

業
用
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

施
策
９

地
籍
調
査
の
面
積
拡
大
、
進
捗
率
の
増
加

を
推
進
し
ま
す
。

丸
社
会
資
本
整
備
交
付
金
な
ど
の
活
用
、

測
量
新
技
術
の
導
入
な
ど
を
推
進
し

て
、
調
査
面
積
の
拡
大
、
進
捗
率
を
向

上
さ
せ
ま
す
。

農
業
振
興

　

施
策
10

さ
と
う
き
び
生
産
農
家
支
援
を
推
進
し

ま
す
。

丸
次
期（
令
和
２
・
３
年
期
）
産
に
向
け
、

春
植
え
の
推
進
策
と
し
て「
ビ
レ
ッ
ト

プ
ラ
ン
タ
ー
植
付
け
」、「
植
付
け
時
ト

ラ
ク
タ
作
業
」、「
採
苗
班
活
動
」
に
対

す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、栽
培
管
理
作
業
を
円
滑
に
行

う
た
め
、
令
和
２
年
６
月
を
目
途
に
さ

と
う
き
び
農
作
業
受
委
託
シ
ス
テ
ム

を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
適
切
な
管
理

作
業
を
行
い
、
反
収
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　
　

従
来
か
ら
実
施
し
て
き
た
堆
肥
セ

ン
タ
ー
の
堆
肥
や
緑
肥
を
用
い
た
土

づ
く
り
の
強
化
に
も
ひ
き
つ
づ
き
取

り
組
み
ま
す
。
夏
植
え
・
改
植
を
奨
励

す
る
た
め
に
、
夏
・
春
植
え
新
植
に
対

す
る
助
成
事
業
を
実
施
し
生
産
拡
大

に
努
め
る
と
と
も
に
、
低
反
収
の
要
因

で
あ
る
干
ば
つ
対
策
に
も
重
点
を
お

き
反
収
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水利用による営農推進

ビレットプランターによる植付作業
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施
策
11

農
福
連
携
に
よ
る
野
菜
作
り
を
通
じ
た

生
涯
活
躍
・
生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

丸
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が

ら
、
農
業
実
践
を
行
う
と
と
も
に
、
多

世
代
交
流
、
社
会
参
加
、
就
労
支
援
の

可
能
性
を
探
り
、
障
が
い
者
や
高
齢
者

雇
用
の
創
出
、
風
土
や
伝
統
文
化
の
保

全
、
伝
承
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

施
策
12

農
林
水
産
物
輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業
を

活
用
し
、
販
売
・
生
産
拡
大
等
に
よ
り
生
産

基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

丸
奄
美
群
島
で
は
農
林
水
産
物
の
島
外

出
荷
及
び
原
材
料
の
移
入
に
お
い
て
、

本
土
に
お
け
る
陸
上
輸
送
費
に
加
え

て
海
上
輸
送
費
が
必
要
と
な
り
、
本

土
よ
り
高
い
輸
送
コ
ス
ト
を
負
担
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
輸
送
コ
ス
ト

支
援
に
よ
り
流
通
条
件
の
不
利
性
を

軽
減
し
、
本
土
産
地
と
同
一
条
件
の

環
境
を
整
え
ま
す
。

　

施
策
13

農
業
創
出
緊
急
支
援
事
業
を
活
用
し
、

園
芸
品
目
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

丸
事
業
を
活
用
し
、町
内
農
家
を
対
象
に
、

旅
費
補
助
を
行
い
、
島
外
研
修
へ
の
出

席
機
会
を
充
実
さ
せ
、
生
産
技
術
・
意

欲
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー「
青
緑
の
里
」
に
お
け
る

学
習
支
援
の
機
能
拡
充
に
努
め
ま
す
。

　

施
策
14

園
芸
施
設
の
普
及
に
よ
り
、
温
暖
な
気
象

条
件
を
活
か
し
た
他
産
地
と
競
合
の
少

な
い
端
境
期
に
有
利
販
売
で
き
る
園
芸

品
目
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

丸
園
芸
品
目
に
関
し
て
は
、ば
れ
い
し
ょ

へ
の
依
存
度
合
い
が
高
く
、
価
格
の

低
下
等
に
よ
る
経
営
の
不
安
定
さ
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
家
が
多

様
な
作
物
栽
培
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

課
題
で
あ
る
台
風
や
寒
風
被
害
の
軽

減
を
図
る
園
芸
施
設
の
普
及
を
促
進

し
、
経
営
リ
ス
ク
を
分
散
さ
せ
た
複

合
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　

施
策
15

優
良
素
牛
の
頭
数
を
確
保
し
ま
す
。

丸
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
や
品
質
向
上
を
図

る
為
、
優
良
素
牛
事
業
の
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

　

施
策
16

畜
産
分
野
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
を

推
進
し
ま
す
。

丸
牛
舎
内
で
の
事
故
率
の
低
減
、
疾
病
の

早
期
発
見
に
よ
る
経
済
的
損
失
を
軽

減
し
、
発
情
発
見
の
精
度
向
上
に
よ
り

生
産
頭
数
を
増
加
さ
せ
、
所
得
向
上
を

図
り
ま
す
。

　

施
策
17

ス
タ
ン
チ
ョ
ン
、
カ
ウ
ハ
ッ
チ
等
の
畜
産

資
材
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

丸
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
で
成
牛
、
育
成
牛
を
個

体
毎
に
栄
養
管
理
し
、
生
産
性
を
向
上

さ
せ
、
カ
ウ
ハ
ッ
チ
で
子
牛
を
個
体
毎

に
管
理
す
る
こ
と
で
商
品
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

施
策
18

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

丸
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
実
践
事
業
の
活
用

に
よ
り
、
有
害
鳥
獣
駆
除
を
推
進
し

ま
す
。

丸
狩
猟
免
許
取
得
時
の
講
習
費
用
や
旅

費
を
補
助
し
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事

者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

丸
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
実
践
事
業
推
進

事
業
の
活
用
に
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
捕
獲

用
大
型
囲
い
ワ
ナ
の
導
入
に
向
け
て

関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
、
早
期
導

入
を
目
指
し
ま
す
。

丸
各
農
家
で
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
を

促
す
べ
く
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
資
材
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

施
策
19

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
事
業
を
活
用

し
、漁
業
の
総
合
的
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。

丸
産
業
祭
、
魚
祭
り
へ
の
参
加
、
直
売
所

百
菜
に
お
け
る
地
元
産
魚
介
類
の
宣

伝
・
販
売
な
ど
を
促
進
し
ま
す
。

　

施
策
20

農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
ま
す
。

丸
経
営
計
画
と
土
地
の
賃
借
に
関
す
る

意
向
を
調
べ
る
た
め
、
農
家
全
戸
調
査

を
機
構
集
積
支
援
事
業
を
用
い
て
実

施
し
、
今
後
の
農
業
振
興
計
画
推
進
に

資
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま

す
。
ま
た「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
に

関
し
て
は
、
農
地
の
出
し
手
に
対
す
る

「
機
構
集
積
協
力
基
金
」を
活
用
し
て
、

農
地
の
流
動
化
を
促
進
し
、
制
度
の
運

用
を
本
格
化
さ
せ
る
な
ど
、
担
い
手
へ

の
農
地
集
積
を
図
り
ま
す
。

　

施
策
21

農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

丸
各
地
域
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
「
人
・
農
地
の
問
題
」が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
５
年
後
10
年
後
の
展
望
が
描

け
な
い
地
域
が
増
え
て
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
担
い
手
が
中
心
と
な
っ
て
地

助成事業による優良素牛の頭数確保
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域
農
業
を
引
っ
張
っ
て
い
く
の
が
望

ま
し
い
か
、
農
地
集
積
な
ど
地
域
農
業

の
将
来
方
針（
プ
ラ
ン
）
を
地
域
の
皆

さ
ん
で
、
話
し
合
っ
て
作
成
す
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

施
策
22

担
い
手
農
家
の
確
保
・
育
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

丸
担
い
手
農
家
を
対
象
と
し
た
研
修
を

実
施
し
、
意
欲
あ
る
担
い
手
の
確
保
育

成
に
努
め
ま
す
。

　

施
策
23

農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

丸
農
家
の
意
向
調
査
等
の
共
有
化
に
よ

る
農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
機
構
集
積
協

力
金
、
経
営
転
換
協
力
金
の
活
用
や
人

農
地
プ
ラ
ン
な
ど
の
地
域
の
話
し
合

い
の
場
に
て
、
事
業
を
推
進
し
、
担
い

手
へ
の
農
地
の
集
積
集
約
化
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

施
策
24

新
規
就
農
者
の
育
成
・
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

丸
新
規
就
農
者
が
農
業
知
識
・
技
術
・
経

営
管
理
能
力
を
高
め
て
い
く
よ
う
、
ほ

場
巡
回
や
研
修
会
を
実
施
し
、
技
術
・

経
営
管
理
能
力
の
向
上
を
図
り
、
自
ら

経
営
者
と
し
て
所
得
向
上
を
目
指
す

人
材
と
な
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。ま
た
、

地
域
の
中
心
的
な
経
営
体
へ
と
育
成

す
る
た
め
の
仲
間
づ
く
り
や
情
報
交

換
等
の
場
を
設
け
、
新
規
就
農
者
が

相
談
し
や
す
い
支
援
体
制
の
構
築
を

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

生
活
環
境

　

施
策
25

社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、

町
内
を
縦
横
断
す
る
幹
線
道
路
を
整
備

し
ま
す
。

丸
町
道
阿
権
馬
根
線
を
県
道
糸
木
名
亀

津
線
か
ら
約
1.2 

km
用
地
取
得
と
並
行

し
つ
つ
、改
良
工
事
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、町
道
阿
三
中
山
線
を
伊
仙

浄
水
場
か
ら
中
部
ダ
ム
ま
で
の
約
1.3 

km

の
用
地
取
得
及
び
詳
細
設
計
を
行
い
、

町
道
第
２
西
下
線
を
県
道
か
ら
約
1.2 

km

の
用
地
取
得
と
並
行
し
つ
つ
、
改
良
工

事
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
伊
仙
馬
根

線
、手
側
池
か
ら
農
協
迄
の
歩
道
部
に

道
路
照
明
を
７
基
設
置
し
ま
す
。

　

施
策
26

防
災
・
安
全
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事

業
及
び
過
疎
対
策
整
備
事
業
を
活
用
し
、

老
朽
化
の
著
し
い
町
道
を
整
備
し
ま
す
。

丸
防
災
・
安
全
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事

業
に
つ
い
て
は
、
上
晴
小
島
線
外
約

2.3 

km
の
舗
装
工
事
を
行
い
、
過
疎
対
策

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
糸
木
名
中

央
線
外
２
路
線
の
改
良
工
事
を
行
い
、

老
朽
化
の
著
し
い
町
道
か
ら
順
次
整

備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

丸
老
朽
化
し
た
、
橋
梁
の
点
検
を
実
施
し
、

老
朽
化
の
著
し
い
橋
梁
か
ら
順
次
整

備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

施
策
27

公
営
住
宅
整
備
事
業
を
活
用
し
、
住
宅

に
困
窮
す
る
低
所
得
者
層
向
け
の
公
営

住
宅
を
整
備
・
確
保
し
ま
す
。

丸
伊
仙
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
の

新
規
建
て
替
え
計
画
に
基
づ
き
、
用
地

を
取
得
し
、
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、

公
営
住
宅
を
整
備
し
、
定
住
促
進
を

図
り
ま
す
。

　

施
策
28

安
全
で
良
質
な
水
の
安
定
供
給
を
図
り

ま
す
。

丸
耐
用
年
数
の
経
過
し
た
中
部
地
区
の

管
路
更
新
、
並
び
に
施
設
の
整
備
更

新
を
行
い
「
有
収
率
の
向
上
」「
安
心
・

安
全
な
水
の
供
給
」
に
努
め
ま
す
。

丸
阿
権
・
馬
根
・
中
山
・
八
重
竿
地
区
の

浄
水
場
統
合
の
早
期
着
工
に
向
け
た

経
営
戦
略
を
作
成
し
、当
該
地
区
の「
水

質
改
善
」
に
努
め
ま
す
。

　

施
策
29

消
費
者
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

丸
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
高
齢
者
を

狙
っ
た
悪
質
商
法
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
等
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、
多
く

の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
の

た
め
、
相
談
員
の
配
置
、
啓
発
活
動
・

弁
護
士
相
談
会
等
を
実
施
し
、
町
民
の

皆
様
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
２
年
度 

施
政
方
針
施
策

30
か
ら
58
に
つ
い
て
は
、
５
月

号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

公営住宅の整備

7 広報いせん  令和 2 年 4月号（No.351）



INFORMATION

②
遺
失
物
届
の
番
号
を
控
え
た
も
の
を
役
場

窓
口（
く
ら
し
支
援
課
）
に
持
参
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
紛
失
届
に
記
入
す
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
再
発
行
さ
れ
る

場
合
は
引
き
続
き
お
手
続
き
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
簡
易
水
道
事
業

と
上
水
道
事
業
を
統
合
し
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、
事
業
規
模
が
小
さ
い

こ
と
か
ら
一
般
的
に
経
営
基
盤
が
弱
く
安
定

し
ま
せ
ん
。
地
域
住
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
維
持
向
上
等
を
図
る
観
点
か
ら
、

財
務
・
技
術
基
盤
を
強
化
し
て
い
く
た
め
に

は
、
事
業
の
統
合
・
広
域
化
に
よ
る
効
率
的

な
経
営
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
統
合
に
よ
る
町
民
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
月
・
2
月
度
給
水
停
止
執
行
件
数

　

２
月
28
日
現
在

　

1
月
度　

２ 

件
・
２
月
度　

５ 

件

　

今
年
度
累
計	

69 

件　

給
水
停
止
の
対
象

・
長
期
滞
納
が
あ
る
方

・
支
払
い
の
意
思
が
な
い
方

・
連
絡
が
な
い
方

・
支
払
い
約
束
を
履
行
し
な
い
方

・
悪
質
又
は
、滞
納
常
習
者
と
判
断
さ
れ
る
方

　

給
水
停
止
処
分
に
よ
り
損
害
が
生
じ
て
も

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。
公
平
性
を
保
つ

た
め
の
措
置
で
す
。
期
限
内
の
納
入
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
給
水
停
止
解
除
に
伴
う
開
栓
作
業
は「
平
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
」

そ
の
他
の
時
間
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

水
道
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
65
）

　
⃝
水
道
課

伊
仙
町
の
健
診
は
こ
ん
な
に
お
得
！

特
定
健
診
が
な
ん
と
１
コ
イ
ン
!!

　
⃝
健
康
増
進
課

健診項目 個人負担料 対象 ： 伊仙町民に限る

血液検査
身体計測
心電図等

特定
健診 500円

20～74歳（国保）
30～39歳（社保）

長寿
健診 無料 75歳以上

基本
健診

6,000円
受診券持参
で無料

社保40歳以上
一般30歳以上

（国保・社保以外）

胃がん検診 1,000円

30歳以上大腸がん検診
（便検査） 500円

腹部超音波検診 1,000円

胃がんリスク
（ピロリ菌検査） 1,000円

※ピロリ菌検査を1度も
受けたことのない方

 （2回目からは3,240円
となります。）

頸動脈エコー検査 4,000円 20歳以上
※頸動脈エコー検査は

午後から予約となり
ます。

骨粗鬆症検診 900円

歯周病検診 無料
前立腺がん検診 1,800円 50歳以上

心不全検査 2,750円 ※当日の問診にて対象
と判断された方

肺がんＣＴ検診
（８月のみ ) 7,900円

30歳以上
※検査は午後から予約

となります。

※
胃
が
ん
リ
ス
ク（
ピ
ロ
リ
菌
）
検
査
は
ピ

ロ
リ
菌
感
染
と
胃
の
委
縮
状
況
を
予
測
す

る
検
査
で
す
。
胃
が
ん
の
有
無
は
わ
か
り

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
大
腸
が

ん
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
保

健
セ
ン
タ
ー
に
検
便
容
器
を
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

※
女
性
が
ん
検
診（
７
月
１
日
〜
４
日
）、
肺

が
ん
検
査（
９
月
７
・
８
日
）
は
別
途
案
内

し
ま
す
。

☆
胃
が
ん
検
診
希
望
者
は
、
他
の
希
望
す
る
検

診
が
す
べ
て
終
了
し
て
か
ら
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。（
バ
リ
ウ
ム
検
査
後
は
、
他
の
検
査

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

★
調
査
票
に
て
受
診
を
希
望
さ
れ
て
い
な
い

方
も
、
当
日
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

伊
仙
町
健
幸
づ
く
り
応
援
団

伊
仙
町
健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　

T
E
L

：

8
6-

2
1
2
4　

離
島
割
引
カ
ー
ド
に
つ
い
て

準
住
民
用
離
島
割
引
カ
ー
ド
に
つ
い
て　
　
　

　

改
正
奄
振
法
の
成
立
に
伴
い
、
準
住
民
に
つ

い
て
も
航
空
・
航
路
運
賃
軽
減
事
業
の
対
象
と

な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
者
は
、
奄
美

群
島
外
に
居
住
し
て
い
る
学
生
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
く
ら
し
支
援
課
窓
口
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　
⃝
く
ら
し
支
援
課

■
対
象
者

　

伊
仙
町
に
住
所
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

■
手
続
に
必
要
な
も
の

　

１
．顔
写
真（
縦
３
㎝
×
横
2.5
㎝
）

※
３
ヶ
月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
、
脱
帽
、

無
背
景
の
も
の

　

２
．
本
人
確
認
書
類（
免
許
証
・
保
険
証
）

■
お
願
い

・
カ
ー
ド
の
発
行
は
平
日
８
時
30
分
～
17
時

15
分
ま
で
受
付
可
能
で
す
。

　

※
土
日
、祝
日
の
受
付
は
不
可

搭
乗
・
乗
船
す
る
際
に
カ
ー
ド
の
提
示

を
求
め
ら
れ
ま
す
。
必
ず
事
前
に
有
効

期
限
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失
や
盗
難

に
あ
っ
た
際
の
対
応
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
顔

写
真
付
）
が
紛
失
や
盗
難
に

あ
っ
た
場
合
は
左
記
の
対
応
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
警
察
署
・
駐
在
所
も
し
く
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
0
1
2
0-

9
5-

0
1
7
8
）へ
連
絡
し
、
経
緯
を
伝
え
、警
察

署
に
お
い
て
は
遺
失
物
届
の
番
号
を
控
え

て
お
く
。

■
厚
生
連
健
診
日
時

　

５
月
16
日（
土
）～
22
日（
金
）

　

８
月
９
日（
日
）～
12
日（
水
）

■
時
間

：

午
前
７
時
～
９
時
30
分

■
場
所

：
保
健
セ
ン
タ
ー
便
り（
４
月

号
）に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

※
当
日
は
朝
か
ら
飲
食
せ
ず
、
検
査
開
始
１

時
間
前
ま
で
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
の
み
飲
水

可
。（
ガ
ム
、
あ
め
、
お
茶
、
タ
バ
コ
も
×
）
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「公共施設利用を軸とした集落活性化事業」
を行いました

令和
元年度

　伊仙町では平成 28 年度より、芝浦工業大学と「移住定住促進共同業務協定」を結んでいます。

令和元年度は、各集落の希望や要望を踏まえ、未来の集落の在り方を住民の方々が主体的に考える

場を作るために、検福集落と阿三集落において、住民ワークショップを重ねました。

　核となる集落資源、人材、パワースポットなどを見える化し、子供たちのための居場所、 多世代交流

の方法、交流人口拡大のために集落がいかに動いていくか、その道筋をつけることができました。

　両集落の話し合いの中では、「海が見える遊び場作り」「神社の魅力化」「島留学」「自然体験ツアー」

「集落組織の結成」「集会所と広場の DIY 整備」など、積極的な意見が上がり、 具体的な動きにつな

がる集落内の結束が見られました。今後も各集落の独自の頑張りを応援します。

検福集落の様子

阿三集落の様子

9



令和元
年度

終了いせん寺子屋
　2月22日（土）の講義を最後に、今年度の「いせん寺子屋（全10 回）」が修了致しました。
　3 年目を迎えた寺子屋は、離島では直接話を聴く機会のないあらゆる分野のプロフェッショナルな講師を
島内外から招き、子どもから大人まで誰もが一緒に参加できる体験型ワークショップを行いました。講師からは、
参加者の中でもこれから大人へと成長する子ども達に対して、「疑問に感じたことは自分で考え解決できる力を
つけること。そのためにはたくさんの経験や体験をすること」「いろんなことに挑戦し、新しい自分を発見する
こと」などを伝えてくれました。全講義を振り返り、町内だけでなく町外からも多くの参加があり、熱心にそして
楽しみながらワークショップを受講している様子を感じました。参加してくれた皆様、ありがとうございました。

第１回 「読書感想文の書き方のコツ」

第６回 「好きなことを仕事にするって？」

第9回 「サトウキビで染物を作ろう」

第２回 「カードゲームで遊びながら学ぼう」

第８回 「アートって何だろう？」

第10回 「 “プラズマ”って何だろう？」

10広報いせん  令和 2 年 4月号（No.351）



伊仙町長の 1 か月の主な動静を紹介いたします。

町長町長のの動動きき
　2 月 15 日（土）「世界自然遺産  奄美トレイルウォーキング」
が開催されました。
　小雨が降るなか、約 40 名が参加しました。Ｂ区間「伊仙・
阿三・阿権」の一部を利用するコースで、約 9ｋｍのコースを
歩きました。

　家族経営協定とは、家族で取り組む農業経営について、経営
の方針や家族一人ひとりの役割、就農条件・就業環境について、
家族で話し合いながら取り決めるものです。家族の皆さんで
実行し、必要に応じて内容の見直しを行うことで、次世代へ
スムーズに引き継ぐことにもつながります。

月日 行事 場所

2/17
（月）

第15回鹿児島県子ども・子育て支援会議 鹿児島市

三越伊勢丹ふるさと納税説明会 徳之島町

18（火）

セコム医療システム来庁
「遠隔診療：徳之島モデル進捗状況報告」

伊仙町
令和２年南三島文化協会及び
文化行政担当者研修会

20（木）

世界自然遺産・地域連絡会議

鹿児島市鹿児島県町村会定期総会他各種会議

奄美郡島農業農村整備事業推進協議会・
県農政部との意見交換会

21（金） 金子事務所・JAL本社
・国土交通省国土政策局訪問

東京都

23（日） 第8回とくの島観光・物産フェアin東京　
徳之島から「春一番」

25（火）

JICA研修員・（一社）あいあいネット役員来庁
「面縄中・伊仙中での国際読書交流について」 伊仙町

大島税務署長　表敬訪問

26（水） 春一番協議会及びバレイショ協議会臨時総会 天城町

27（木） 自衛隊入隊予定者壮行会 伊仙町

28（金） 徳之島用水土地改良区理事会 天城町

3/3（火） さとうきび対策本部来庁

伊仙町

8（日） 第 6 回徳之島愛ランドクリーンセンター
施設整備基本構想策定検討委員会

9（月） 令和２年第１回定例議会開会【本会議】

10（火） 令和２年第２回定例議会【特別委員会：現地調査】

11（水） 令和２年第１回定例議会【本会議：一般質問】

12（木） 令和２年第１回定例議会【本会議：一般質問】

13（金） 令和２年第１回定例議会【特別委員会：当初予算審査】

奄美トレールウォーキング

家族経営協定をご存知ですか

家族経営協定の締結をおこなった基山 ご夫妻
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わが町のアイドル募集！
町のみなさんにわが家のかわいい子供の笑顔を届けてみませんか？
毎月10日までに住所・氏名・お子さんのお名前（ふりがな）・年齢・電話番号・
簡単なPR文を添えて、写真を未来創生課広報係までお持ちください。

伊仙町役場  未来創生課 TEL 86-3111（内線 27）お問い合わせ

2020
年

 4
月

号
令

和
2年

 4
月

1
日

発
行

伊
仙

町
役

場
 未

来
創

生
課（

情
報

発
信

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
）

〒
891-8293 鹿

児
島

県
大

島
郡

伊
仙

町
1842

TEL 0997-86-3111（
内

線
27）

　
FA

X
 0997-86-2301

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.tow

n.isen.kagoshim
a.jp/

編
集

発
行

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

出
生
児

保
護
者

集
落
名

● 

永な
が
し
ま島

優ゆ
う
き希

永
島

繁
巳

面
縄

● 

坂さ
か
も
と元

ひ
よ
り

坂
元

繁

阿
権

香
典
返
し

金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
　

集
落
名

寄
附
者
名

（
故
人
名
）

満
年
齢

○
中
伊
仙
西

盛
本 

豊
子
さ
ん

（
亡  

盛
本  

弘
さ
ん
）

87
歳

人口の動き
（2020年2月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,588 人

男 3,357 人

女 3,231 人

世帯数 3,468 世帯

出生 3 人

死亡 10 人

転入 19 人

転出 17 人

戸
籍
の
窓

伊仙町商工会の窓伊仙町商工会の窓

やまだややまだや

定 休 日 毎週月曜日毎週月曜日

営業時間 16時〜21時16時〜21時

住 所 伊仙町伊仙2661-17伊仙町伊仙2661-17

T E L 070-6567-8007070-6567-8007

樺山	資
し と せ

都星くん（10歳）	 來
くりゅう

竜くん（6歳）

	 星
せ き ら

姫來ちゃん（8歳）	竜
りゅうり

理くん（2か月）

4人兄弟
いつまでも仲良く
すくすく元気に
育ってね。


